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平成30年度申請

初級地域公共政策士・資格教育プログラム

自己点検言平価害｜『

プログラム名政策基礎力プログラム

実施機関名同志社大学政策学部
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プログラム概要（運営・実施体制）

プログラム名 政策基礎力

対応資格 初級地域公共政： ﾐ士

EQFレベル レベル6

構成科目数 8科目 取得ポイント 12

数

本プログラムの社会的認証期間 2019年4月～2026年3月末日

実施機関名 同志社大学

実施部門 政策学部

岬
プログラム実施責任者 久保真人

プログラム担当者 武蔵勝宏

事務担当者 小川照一

事務担当者連絡先 電活番号：075.251-3107 Email:ji-seijm@mail.dodlisha・acjp
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更新する資格教育プログラムの修了者数

平成26年度 平成27年度 平成錫年度 平 成 四 年 産 平成釦年度 平成年度 平成年度

修了者数 24名 39名 9名 3名 名 名 名

更新する資格教育プログラム科目の開講表

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目

科目名 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成釦年産 平成年度 平成年度

1 政策学入門 ○ ○ ○ ○ ○

2 政策過程論 ○ ○ ○ ○ ○

3 政府体系論 × ○ ○ ○ ○

4 政策評価論 ○ ○ ○ ○ ○ “
5 地方自治論 ○ ○ ○ ○ ○

6 コミュニティ創 ○ ○ ○ ○ ○

造政策

7 政策法務 ○ ○ ○ ○ ○

8 フィールド・リサ ○ ○ ○ ○ ○

－チ

申請日 申請の種別 概要

1 2019年3月 科目担当者の変更 政策学入門の担当者を柴田悠、山谷清志、風間規男、

武藏勝宏、月村太郎、真山達志､新川琴B，久保真人、

'銅、
今川晃、今里滋、足立光生、田中宏樹、岡本由美子、

川口章、小谷真理から山谷清志、風間規男、川井圭司、

武蔵勝宏、月村太郎、真山達志、新川達郎、今里滋、

足立光生、田中宏樹、岡本由美子、畑本裕介、小谷真

理、伊藤理史へと変更した。

2 2019年3月 科目担当者の変更 フィールド・リサーチの担当者を新川達郎、山谷清志、

真山達志、風間規男、井口貢、今川晃、武藏勝宏、川

浦昭彦から新川達郎、真山達志、風間規男、井口貢、

岡本由美子へと変更した。

3 2019年3月 科目担当者の変更 地方自治論の担当者を今川晃から野田遊へと変更し

た◎

4 2019年3月 科目担当者の変更 コミュニティ創造政策の担当者を今川晃、増田知也か

ら野田遊へと変更した。
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更新する教育プログラムの特徴

資格教育プログラムの概要

本プログラムは、政策基礎力の酒養を通じて、地域社会に関する理論や政策、地域活動を適切に

組み合わせて活用･実践できる地域公共人材の育成を目的とする｡本プログラムでは､「政策基礎力」

を実際の地域社会において生起する様々な課題の具体的解決のために、政策を企画立案し、実施評

価するために必要な専門性や実行力を担保する基礎的な知識・技能・職務遂行能力として位置づけ

ている。そのため、本プログラムでは､共通科目としての「政策学入門」の履修を前提に、「地方自

治論｣、「コミュニティ創造政策」等の基本科目を選択履修し、最終的な仕上げとして、現場での実

践を行う「フィールド・リサーチ」を必修科目として全員に課している。このように、座学とフィ

ールドワークの両面から政策基礎力を積み上げて、地域での課題発見力を高め、協働の基本姿勢や

スキル､地域での課題解決の実践力を修得した地域貢献型の人材を輩出することを特色としている。

特色ある取り組み（自由記述）

本プログラムでは、全員力泌修を求められる共通科目としての「政策学入門」と、選択履修によ

る基本科目としての、「政策過程論」、「政府体系論」、「政策評価論」、「地方自治論」、「政

策法務」の各講義科目の履修を通じて、問題発見や課題設定、解決案の作成、政策分析と決定選択、

政策実施、政策評価政策活動を組織化し、調整し、促進する力といった「政策基礎力」に必要な

知識や技術、応用能力を身につけることとしている。さらに、「コミュニティ創造政策」では、先

進的な自治体､NPO、コミュニティ等で実践活動を展開している実務家をゲストスピーカーとして

招へいし、研究者教員との協働による指導を実施している。同科目では、第一線の政策現場で活躍

するゲストスピーカーから自治体やNPO、コミュニティ等の計画づくりや政策形成、人材育成、

組織運営、ネットワークづくりなどの実務と具体的事例を聴取することで、学生は教室にいながら

にして、自治体政府による政策と「国による政策の在り方を、理論と実践を相互に関連付けなが

ら学ぶことができる。

こうした理論と実務を座学で学んだのち､本プログラムにおいては､最終的な仕上げ科目として、

アクティブラーニングの要素を取り入れた「フィールド・リサーチ」を必修科目として全員に課し

ている。フィールド．リサーチでは、学生の主体的．能動的な学習意欲と参加を重視し、教室での

座学のみなら談それを国内外の地域の様々な現場に学生が出て、調査実習や関係者へのインタビ

ュー､地域との交流.支援事業等を通じて、問題発見と解決案を思考･実践することを求めている。

受講生は、座学によって学んだ理論や実務を地域のフィールドにおいて自らが主体的に実践するこ

とで､地域での課題発見力を高め､協働の基本姿勢やスキル､地域での課題解決の実践力を修得し、

さらには、自らの将来におけるキャリア形成の素地を形成していくこと力河能となろう。

こうした一連のプログラムの締めくくりとして、プログラム修了時(今年度は2019年1月）に、

受講生全員の鋤ﾛによる成果報告会を開催している。同会では、受講生各自による本プログラム受

講を通じて達成した成果についての口頭報告と意見交換を実施することで、地域課題の具体的解決

のための専門性や実行力に必要なノウハウを全員で共有し、さらには、プログラム修了後の「地域

公共人材」への動機づけを高めることとしている。
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1資格教育プログラムの目的・教育目標・学習アウトカム

1-1-1｡目的・教育目標

少子高齢化問題、それに伴う地域コミュニティの衰退､若者人口の流出といった問題の解決をは

じめとして、豊かな地域社会の保持に向けた課題は山積している。日本においては、地方創生など

の地方自治体の活性化支摺マッケージが整備されつつある一方、地域活性化のための知識や能力を

有する人材の育成力穏務となっている。そのようななかで、同志社大学政策学部では、本プログラ

ムにおける座学や実践を通じて、地域社会にその知識や能力を活用する地域公共人材を輩出してき

た。そのため、本プログラムでは、継続する資格教育プログラムの目的として、「政策学部生の政

策基礎力の酒養を通じて､地域社会に関する様々な理論や政策､地域活動を適切に組み合わせて活

用・実践できる地域公共人材の育成を目指すこと」を設定する。また、目的を達成するための教育

目標として、共通科目から基本科目、アクティブラーニングといった一連の体系的な科目を基礎か

ら積み上げることによって、「地域社会に関する様々な理論や政策、地域活動を適切に組み合わせ

て活用・実践できる地域公共人材を育成し、もって、地域社会に還元すること」を設定する。

’

’一

資料番号2：地域公共政策士取得を目指して（同志社大学政策学部・大学院総合政策科学研究科リ

ーフレット）

1-1-Ⅱ、資格教育プログラムの学習アウトカム
『てて
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6-0-1

地域社会に関する様々な理論・政策・地域活動を適切に組み合わせて活用

することができる。

6-1-2

様々な政策や地域の活動を対象とする客観的な分析と評価を理解してい

る。

6-2-1

地域における複雑な課題群について、その解決に必要な要素の特定と解決

のためのプログラムの提示及び適用ができる。
一

6-3-1

地域社会における特定の計画やプロジェクト策定を主導することができ

る。

職務菌ﾃ能力

ｐ
ｒ
－

1-1-Ⅲ、資格教育プログラムで育成する人材像

より良い地域社会を築くためには、地域社会の全てのセクターが連携し、社会の課題に取り組む

協働型社会の実現力埋まれる。この協働型社会の担い手として、地域の公共的課題の解決のため産

官学民の各セクターを横断して活動する地域公共人材の養成力漁務となっている。そこで、同志社

大学政策学部は、こうした協働型社会において活躍できる地域公共人材を育成することを目的に、

政策基礎力に裏付けられた知識と行動力を調3備えた実践型の学部プログラムを開発、提供するこ

ととした。

本プログラムでは、受講生に対して、様々な政策や地域の活動を対象とする客観的な分析と詔、
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を理解し(知識、地域における複雑な課題群について、その解決に必要な要素の特定と解決のため

のプログラムの提示及び適用ができ(技崩、地域社会における特定の計画やプロジェクト策定を主

導することができる(職務遂行能力)ことをその学習アウトカムとして設定している。その結果、本

プログラムを修了した受講生は、地域社会に関する様々 な理論・政策・地域活動を適切に組み合わ

せて活用することができる人材として、地域社会に向けて輩出されることになる。

資料番号2：地域公共政策士取得を目指して（同志社大学政策学部・大学院総合政策科学研究科リ

－フレット）

1-1-Ⅳ、プログラムの広報

本プログラムは、政策学部の学生に対しては､政策学部の新入生オリエンテーション期間におい

て、地域公共政策士取得を目指してと題するリーフレットを配布したり、政策学部PBL推進幸担

当の助手など政策学部教員による初級地域公共政策士説明会を実施したりしている。初級地域公共

政策士を目指してと題する同志社大学政策学部・大学院総合政策科学研究科作成リーフレットに

は、本プログラムの目的のほかに、到達目標、知識、技能職務遂行能力のそれぞれの学習アウト

カムを明記し、オリエンテーション期間等に周知広報を行っている。また、毎年実施している初級

地域公共政策士説明会においては､地域公共政策士の資格の背景や概要を説明したうえで、育成す

る人材像（資格取得によって得られる能力）について解説している。くわえて、学習者を獲得する

ために、鞘BI聖に、プログラム修了時に開催する成果報告会の報告を掲載している。

なお、本プログラムは、莞簿対象者を政策学部の在学生に限定し、科目等履修生の受け入れを行

っていない。したがって、学生の募集面に関しては対外的な広報を実施する予定はない。

資料番号2：地域公共政策士取得を目指して（同志社大学政策学部・大学院総合政策科学研究科リ

－フレット）

資料番号3：初級地域公共政策士説明会パワーポイントスライド（作成日：2017年4月4日）

資料番号4：同志社大学政策学部I悪における初級地域公共政策士政策基礎力プログラム成果報告

会の開催報告記事（平成30年度）
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